









































への言及がなされるのはわずか 3 回にすぎない。最初は第 2 編『花咲く乙女たちのかげに』の第
1 部「スワン夫人をめぐって」の末尾で、大通りを散歩するオデットに乗馬を楽しむ紳士たちが
ひっきりなしに挨拶する様子が、「まるでギャロップで駆けるさまを映画に撮ったようだ」（２）と



















































































































































































シ ョ ウ イ ン グ
せること」
と「語
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べて置くこと」と「上




























































































































































































Marcel Proust, A la recherche du temps perdu, édition publiée sous la direction de Jean-Yves Tadié, Paris, Gal-
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